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小佐渡地域の景観保全－道路と竹林－

白崎仁

　小佐渡は、30年ほど前までは、道路幅が狭く、複雑に曲

がって傾斜が大きいため、大型車では通行が不目由な場所

が多かった。最近では、山の中にネット状に道路が作られ、

幅の広い直線道路が山地を横断して、隣町にも比較的短時

間にいける便利な畷境になってきた。環境省は、トキの野

生化を目標として、自然と共生した地域社会づくりを目指

す「バイオリージョン」モデル事業の構想を明らかにした。

無農薬農業の普及や棚田、森林の復元事業を展開するとい

近ごろ、里地里山保全の思想が広まり、人の租極的な管

理によって・より良い生活環境を作り上げる運動が活発化　　　写真1．人通りがほとんどない山道だが、舗装されて、斜面

してきた。環境省の姿勢は、この運動と密接な関連性があ　　　　　　にはイタチハギとヨモギの仲閤が吹き付けられてい

る（朝日新聞2002年9月29日）。飼育トキの野生化を目的　　　　　　る（両津市2001．8．26）

とするが、実際には島全体の自然環境を良くすることにっ　　　　　　　　　　　　　　　＿

地整備、地滑り対策などの工事も多数行われている。　　　　　写真2・砂利道の斜面は・崩壊を止めるためのコンクリー

192・年…年…国・…よれ・繊・人…　　叢灘羅灘1、織濃灘輩
1950年の12600人をピークにしてしだいに減少し・この傾　　　　　　に上れる（真野町経塚山2002．8，24）

向が続けば今から約30年後には、2000年の人口72000人

の約50％：33500人ほどになると推定される。道路は上述　　　は思えない。これも「作ることに意義がある」工事に違い

のようにネットワークができても、実際に通行利用する入　　　ない。災害復旧の名のもとに予算がっけば、工事関係者に

は今より半分に減少することになる。そのぶん現在の社会　　　とって二重の幸いである。山頂付近から展望すると、小佐

資産が後世に大きな愚恵になるかもしれないが、自然の景　　　渡の半分ほどが目に入る。林の位置が悪くて写真には入ら

観保全にどのような悪影響をもたらすかは、現状から一目　　　ないが、編み目状の道路が切り開かれて、ところどころに

瞭然である。ほとんど人通りのない道路が作られて、その　　　崩れた斜面が見える（写真3），これらの道路には膨大な資

道路沿いには外来種のイタチハギやどこから移入されたか　　　金が注ぎ込まれたにちがいない。工事が先か崩れたのが先

わからないヨモギの仲間が敬布されている（写真1）。急傾　　　かはわからないが、いずれにしても住居がほとんどない、通

斜地を無理に切り開いたのか、土砂が流出して通行が危険　　　行する人もいないので、災害発生とは認められないのでは

な林道もある（写真2）。その近くに「当分の閻通行止め」と　　　あるまいか。

いう立て看板が立っ。「当分の問」修復の予算がない、とい　　　　便利な道ができた反面、徒歩の山道は消滅した。森の中

う気持ちがこめられているようだが、経塚山の上には別な　　　で鳥の声を聞き、野生の草花をさがすフィールドウオッチ

方向から上れるので、もともと通行に必要性が高い場所と　　　ングが大好きな私にとって、幅の広い舗装道路を歩くのは
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苦痛だが、住民にとっては便利な道があれば、古い道は必

要なくて当然廃道になるのはやむをえない。しかし、便利

さをもとめながらも全く景観保全に無関心では、トキの野

生化を目指す同じ島民の活動とは考え方が一致しない。島

の重要産業の観光事業とも矛盾する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ttttニ　　や
　　．、、．．．　　、．　t／　t・：．，．．　／．．「　｝子謬瀧・．

i鐘1：」：‘領：：繭．無滋播：：葉ご1泰露緒蓑　　叢　　写　　　　　　写真4．人が通り抜けることも難しい密生したモウソウチ

錨” 、あ。ばだがタケ、，を収穫する一とさ慰、

　　　　　　　　　　　　’蟻魁
　　　　　　　　　　　t，、童・身＾　』

写真3．山頂付近から南方に見える羽茂町。編み目状に作

　　　られた道はアカマツやコナラなどの木々にかくれて

　　　見通せないが、山の斜面が崩壊している

　　　　　　　　　　　　　（真野町経塚山2002．8．24）

　昨年5月21日、NHK「クローズァップ現代」で、放置さ

れたモウソウチク林の拡大問題が放映された。輸入タケノ

コの増加と国内産のタケノコ価格の低下によって竹林が放

棄され、1978年以降7年間にその面積は約1．4倍拡大した

（井鷺1993、鳥居・井鷺1994）。竹分化振興協会（京都）

・・、鰹・・・…地・理者・竹・侵入を・E±・・顎d認鰯翻鯉鷺顯農懲
ないことに問題があるという・モウソウチクの拡大は自然　　　　　常緑樹林になっているところが多いが、数年後には

現象で、植物に責任がないことは理解できる。しかし、竹　　　　　竹林がタブノキを圧倒することだろう

林の所有者に貨任があるのは当然である。貴任の所在を主　　　　　　　　　　　　　　　　　（羽茂町2001，8．25）

状を齪する・とはできま・。　　　　　鰹、　．　lllt達

特有の景観を損なう（写真5）。3）植生の破壊は、その植生　　　写真6．常緑のシロダモやヤブツバキを押しのける、暗い

宏鷺篇欝齢窯鷺織　　蕪1麓縷驚艶灘懸
べて著しく高く、有機物はすみやかに分解されて土壌が薄　　　　　　していない（両津市2001．8．26）

く（井鷺1990）、低木や草本類が生育しないため急斜面で

は保水性がなくて地盤が不安定である（高知新聞2002年

08月02日）（写真6）。
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　問題点を整理すると・っぎの三つである。1）もっとも重　　　゜これまでの出生数がすでに確定しているので、人口減少

要な点は・トキの残存に象徴されるように、これまでは豊　　　から増加に転じる可能性は少ないが、若者の雇用・定着に

かな自然景観が存在していたことである。それは人の活動　　　はある程度効果があると考える。「バイオリージョン」構想

と密接な関連性をもっており、いわゆる里山の自然を活用　　　に多少のバックアップができることを期待しているが、将

する生活形態によって維持されてきた。2）つぎに、過疎化　　　来バラ色の世界が実現するとは考えていない。道路工事は、

とそれに逆行する無意味な土木工事が自然景観を大きく破　　　有料道路でないかぎり収益向上には結びつかない。景観保

壊している。3）急激な過疎化によって、森林・竹林・農地　　　全もそれと同じではなかろうか。ねらいは環境保全のため

の管理が衰退して、自然景観が損なわれている。　　　　　　　の税金の有効利用だから、収益をあまり重要視してはいけ

　環境省の「バイオリージョン」構想は、無意味な土木工　　　ない。人が少ないところで、投資効果が期待できる生産的

事の継続と、急激な過疎化によって、トキを野に放っても　　　な産業はもともと少ないが、佐渡の自然景観の保全は不良

人の生活していない、道路ばかりで豊かな自然の失われた　　　資産にはならず、トキやそれをとりまく自然を求めて訪れ

島を目前にして頓挫することになるかもしれない。　　　　　　る人にとって大きな魅力を提供することになろう。健全な

　魅力のある佐渡の自然を再生するためにはどうすればよ　　　里山が維持されることは、「森が海を育てる」思想とも深く

いか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関連する。キャッチフレーズ「自然の魅力あふれる佐渡」

　日本各地域の試みを参考にして、次のような提案をした　　　は、海中だけの世界に適用されることにならないように望

い。1）土木工事と同じ資金で、里山森林警備隊を組織して　　　む。

雇用を促し、山林を管理して、竹を適正な密度（250本／

ユOa）に抑制する（静岡県環境保全部のホームページ）。2）　参考文献

竹林を若返らせて、タケノコを生産する。健康食品として　　　星　岳彦（2001）。土壌への竹炭の施用による茶樹の成育促

の価値は高い（日本農業新聞2002年3月31日）。2）伐採　　　　進、2001年お茶文化と科学にっいての国際会議予稿集、

された竹の有効活用（京都：竹資源活用フォーラム、大阪：　　　第2分冊（生産分野）p．147－150（英文）

フードテックス社）、特に無農薬栽培用に竹酢・竹炭を利用　　　井鷺裕司（1990）。竹林の土壌呼吸。森林総合研究所関西支

する（岸本・池嶋1999）。3）竹炭を燃料にした陶器、シッ　　　　所研究情報No．15

クハウス予防効果の高い建材（日本経済新聞2001年5月2　　　井鷺裕司（1993）。モウソウチク林の分布拡大。森林総合研

日、新潟日報2001年11月16日、朝日新聞2002年7月9　　　究所関西支所研究情報No．29

日）、水の浄化（東京：生活アートクラブ）、植物の成育促　　　岸本定吉（監修）・池嶋庸元（著）（1999）。竹炭・竹酢液の

進剤（星2001）、医薬品など（鹿児島県工業技術センター、　　　っくり方と使い方。142pp．農山漁村文化協会。

広島：竹炭の館）として活用する。　　　　　　　　　　　　　鳥居厚志・井鷺裕司（1994）。里山は竹林で被われる？。森

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林総合研究所関西支所研究情報No．32

（昭和16年7月30日簗三種郵便物認可）
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